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この度の受賞を大変光栄に思うと同時に，今後
の研究成果に対してご期待をいただいたものと受
け止め，身の引き締まる思いです．
私は学生時代，北大薬学部・加茂直樹教授のご
指導のもと，視物質ロドプシンの研究を行ってい
ました．そして当時の共同研究者であった神取秀
樹先生（現・名工大教授）のご紹介により，福井
大医学部にて老木成稔教授とイオンチャネルの研
究を始めることになりました．その数か月後，初
めて単一チャネル電流測定を経験した際の驚きは
今でも忘れません．わずか 1分子のイオンチャネ
ルがランダムに開閉を繰り返す様子が，一定の振
幅を持った電流の変動として観察されるのです．
膜蛋白質の作動原理に関心があった私は，研究対
象として稀有な特徴を持つイオンチャネルにすぐ
に惹きつけられました．以後，生体膜でのイオン
選択的透過およびその制御にまつわる現象を 1分
子の目線で捉えるべく，研究を進めてきました．
研究対象として，イオンチャネルとしては最小
限のパーツ（選択性フィルターとゲート）で構成
される，KcsAカリウムチャネルを用いてきまし
た．KcsAは構造の小ささ故に結晶化が比較的容
易で，この結晶構造中のイオン配位をもとにカリ
ウムチャネルのイオン透過モデルが推定されてい
ました．そのような状況の中，我々実験研究者は
これまでにない観点・精度でイオン透過を“実測”
する必要がありました．私は，流動電位という指
標を基にKcsAチャネルを透過するイオンと水分
子の比率を正確に求めようと試みました．結果と
して，この比率がイオン種や濃度によって変化す
ることを定量的に明らかにし，新しいイオン透過

モデルを提案できました［1］．
イオン透過を制御することもチャネルの重要な
機能です．この制御機構，つまりゲート開閉の働
きが，細胞膜の脂質によって調節される現象が知
られています．この現象が生理的に重要な意味を
持つ場合もありますが，調節の分子機序はほとん
どわかっていません．私はこの数年間，今回の受
賞テーマでもあるこの課題に没頭してきました．
現時点では，非対称膜を含む多様な膜環境下での
KcsA単一チャネル電流解析，さらに蛍光分析に
よって，ゲート開閉に影響する脂質センサー部位
の特定とその作用機序の推定に至っています［2］．
今後，このメカニズムがKcsAと共通構造を持つ
他のイオンチャネルにも普遍的なものか検討して
いきたいと考えています．
最後に，これまでご指導いただいた諸先生方お
よび研究室の同僚の皆様に心より感謝申し上げま
す．また，陰ながら研究を支えてくれた家族にも
感謝します．
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